
 

令和７年度 南越前町総合教育会議 会議録（要旨） 

開催日時 令和８年２月２０日（金） 午後３時００分～午後４時１５分 

開催場所 南越前町役場 ３階 第２委員会室 

出席者氏名 〈町 長〉   仲倉典克 

〈教育長〉   齋藤為之 

〈教育委員会〉 山本祥司教育長職務代理者、櫛村沙奈絵委員、 

向瀨浩一委員、橋本智子委員 

欠席者氏名 － 

事務局 〈教育委員会事務局〉 谷口英博事務局長、治内茂喜参事、玉村幸一次長、 

用田さおり次長、市村誠次長 

議 題 審議事項 

（１）南越前町のふるさと教育プログラムについて 

（２）その他 

傍聴者の数 － 

内容要旨 

 

 

審議事項 

（１）南越前町のふるさと教育プログラムについて 

事務局から、小学校１年生から中学校３年生までの義務教育課程９年間を

通した「ふるさと教育プログラム」について説明を行った。 

 

委 員）中学校１年生の内容にある、南越前町版人生ゲームはどのような内容か。 

教育長）子どもたちが地域資源を活用してクイズにする。そして、自由な発想で

ゲーム感覚で作っていくもの。 

委 員）子ども議会は毎年開催する予定か。 

事務局）毎年実施する予定。 

委 員）子ども議会で出たすごく難しい提案に対し、町長がすぐに要望活動を行

ったことにすごく驚いた。有言実行されて素晴らしいと思った。 

町 長）こうの夏まつりの花火についても、現在の行政主導から実行委員会方式

に見直したいと考えている。地域の方々が作り上げるイベントであると

達成感もでる。その中で、子どもたちの関わりがあれば、より良いイベ

ントになる。子ども議会はぜひやりたかった、中学生に年齢が近い若手

職員に答弁をしていただくスタイルを採用した。子どもたちの提案に 1

パーセントでも実現の可能性があれば頑張りたいと思う。 

委 員）地域のイベントに子どもたちが関わることは、ふるさと教育になると思

う。 

教育長）昨年の花はす早朝マラソン大会では、教育委員会事務局からの熱心なＰ



 

Ｒにより、全校生徒の約３分の１の９０人がボランティアで参加してく

れた。これらの行動は、ふるさと教育プログラムの中で示されている、

社会参画や社会貢献につながるものである。 

町 長）そばまつりや街道ロマンなど他のイベントにも子どもたちがどんどん関

わり、手作り感があると良い。社会を知るきっかけにもなる。 

委 員）子どもたちが外に出て世代間交流をすることはふるさと教育につながる

し大事なことである。 

委 員）昨年のマラソン大会での中学生ボランティアの行動は、たくましく素晴

らしかった。準備の段階でも携われると、より一層、一緒に参加しイベ

ントを作り上げたという達成感があるし、疲れたとか辛かったというの

も忘れられない思い出になる。 

委 員）近年、子どもたちの人とのつながりや経験が減ってきている。このよう

な大きなビジョンのもと、イベントや地区の体育大会など子どもたちに

参加してもらい、意見を交わしながら経験を積ませることは大事なこと

である。 

町 長）家庭と学校以外の時間をいかに将来の子どもたちが有効に使っていくか

が重要である。大人が積極的にそういう場を提供する必要がある。 

教育長）キャリアチャレンジ１４で連続５日間の職場体験を通じ、社会の人と生

徒をつなぎ合わせることが目的である。子どもに大人の働いている姿を

見せ、大人が子どもに社会を教える場所を提供している。子どもはそこ

で働いたという経験から、社会に出ても続いていく関係性が築かれるこ

とが重要である。 

町 長）子どもは大人になっても忘れず心に残る。 

委 員）今庄のＮＰＯ法人では、地域を題材にしたふるさと教育で紙芝居などを

行っている。学校では、急な依頼にも対応できるように、ふるさと教育

にかかる年間のスケジュールを立てていただきたい。 

町 長）学校では誰が教育課程を決めているのか。 

事務局）教務主任が教育課程を編成し、学年主任と相談しながら年間計画を定め

ている。このプラグラムは、各校の教務主任が集まり作成している。学

校のコンセンサスを得てプログラムを作成している。 

教育長）今年度、町と台湾白河区とで覚書を締結しましたが、台湾との国際交流

をどのように展開するのか。 

事務局）令和８年度で中学生間でのリモートを通じた交流を計画している。 

また、中国語講師を招き、年３回の中国語教育を計画している。この

３回目にリモートでの交流ができればと考えている。 

さらに、令和９年度は台湾白河区に訪問したいと計画している。 

併せて台湾からの来町も計画している。現在も台湾の担当の方とメー

ル等でやり取りを進めており、その中で、台湾の中学校と南越前中学校

の教育ネットワークを通してリモートで繋がるかどうかのテストを3月

5 日に実施する予定となっている。 



 

町 長）電子黒板を活用して、相手の顔のみならず現地の風景も見れると良い。 

 

（２）その他 

意見、伝達事項なし 

 

 

 以上、16 時 15 分終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


